　動物科学特論II
第329回Zoological Conference

日時：　4月15日（水）16:00-17:00　

演者：　岡村　裕昭　博士

（独立行政法人　農業生物資源研究所
脳神経機能研究ユニット長）
演題：
シバヤギを用いた実験系によるGnRHパルスジェネレーター正体解明へのアプローチ
脳による繁殖機能調節の最終出力は、視床下部ホルモンであるGnRHである。哺乳動物では、GnRHは下垂体門脈に間歇的にパルス状に分泌され、このパルスの頻度というデジタル信号により性腺の活動が制御されている。したがって、GnRH分泌のリズムを生み出す神経機構、GnRHパルスジェネレーターは繁殖制御のための最上位の中枢と考えられている。しかしながら、パルスジェネレーターの本体が脳の中のどこに存在し、どのような細胞で構築されているのか、長い間謎に包まれたままであった。このような背景の中で、近年発見された神経ペプチド、キスペプチンが、GnRHパルスジェネレーターに関与しているのではないかという仮説が浮かび上がってきた。我々は、シバヤギを実験動物としてその仮説の立証に取り組んでおり、本セミナーでは、仮説を強く支持する最新の知見を紹介し、キスペプチンの生理機能を考察する。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物科学大講座 
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